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［１］はじめに   

 長かった冬もようやく終わりが見え始めました。新年度がスタートし、新たな出会いのもと新たな環

境で忙しい日々を過ごされている方も多いと思います。 

 さて、第３号の「ＷＯＲＫわーく」は、新着情報と学校自慢についてお届けします。 

 

 

［２］〔新着情報〕ロゴマーク、二次元バーコードについて 

 

 道央圏の職業学科を設置する知的障がい特別支援学校高等部とサポート企業の方々とをつなぐ、「Ｗ

ＯＲＫわーく」を始めとした取組を多くの方に身近に感じてもらうことができるよう、ロゴマークを作

成しました。 

 ロゴマークは、道南八雲町にあります「八雲養護学校」の高等部の生徒の皆さんに作成していただきま

した。各学校においては、名刺や封筒のワンポイントなど様々に活用していただき、この取組を多くの

方々に広めていただきますよう、お願いします。 

 また、合わせて当センターＷｅｂページ内の「特別支援学校の教育活動をサポートしてくださる企業」

ページの二次元バーコードを作成しました。こちらもロゴマーク同様に活用していただき、この取組を

多くの方々に広めていただきますよう、お願いします。 

 

 

○ ロゴマーク及び二次元バーコードダウンロードページ 

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=144 

 

 

［３］〔学校自慢〕「各校の部活動、サークル活動を紹介します」 



  

 先月に引き続き、部活動、サークル活動の紹介の第二弾として、札幌市内にある高等養護学校、高等支

援学校で取り組まれている部活動、サークル活動の様子をご紹介します。 

 

「札幌稲穂高等支援学校」 

＜バスケ部＞ 

稲穂バスケ部は、いつも楽しく部活動をしています。練習・大会だけでなく植樹や合宿など、様々なイベ

ントを通して結束力を高め、目標である優勝を目指して頑張っています。 

＜サッカー部＞ 

本校サッカー部は、体を動かす楽しさや勝利する喜びを求め、失敗や敗戦から前向きに学び、部員一同楽

しみながら日々練習に励んでいます。また、サッカーを通じて仲間や相手を思いやる心を大切に活動し

ています。 

＜陸上部＞ 

陸上部は、現在部員 15 名、練習は主に５ｋｍ程度のランニングと筋トレをし、大会はドリームリレーマ

ラソン６時間耐久や札幌マラソン（ハーフマラソン等）に出場しています。 

＜合唱部＞ 

合唱部では混声２～３部の合唱曲や昭和歌謡、J-popを校内外での発表に向けて練習しています。H28年

度には Kitaraの小ホールで歌うことができ、大変良い経験になりました。 

＜美術部＞ 

美術部は 20名程の部員が在籍し、イラストや切り絵、粘土細工など思い思いに創作活動に励んでいます。

夏休みには美術館見学などを実施し、芸術に触れる機会を設けています。 

 

「札幌高等養護学校」 

 本校の部活動は、体育系ではサッカー部、バスケットボール部、陸上部が活動しています。いずれの部

も、校外の大会や競技会に出場し、チームや自分自身の目標を達成するために、日々の練習に励んでいま

す。他校の生徒の方々と試合や競技をすることで、自分自身もさらに高い目標意識をもつことができま

す。また、文科系では音楽部、パソコン部が活動しています。音楽部は町内会夏祭りやていね区民音楽祭

などで合唱曲を発表しています。パソコン部は、基礎的な操作の練習をしたり、その技術を活用して「物

語」をつくって発表したりしています。 

 部活動では、生徒たちが興味・関心のある活動を自ら選択し、３年間熱心に取り組んでいくことで、高

校生活が充実し、卒業後の豊かな社会生活につながります。 

 

「札幌あいの里高等支援学校」 

 本校は平成 28年度に新しく開設された高等支援学校です。開校 1年目の今年度は「生徒たちが自発的

に行いたい活動に参加する課外活動」を実施しました。時間は 15 時 20 分～15 時 50 分の 30分間で行っ

ています。参加を希望する生徒は、当日の昼休みまでに課外活動用ホワイトボードに、どの活動に参加す

るのかを自分の名前のマグネットを貼り付けるなどして確認しています。 

生徒たちは、バスケットボールやバドミントン、卓球のほか、絵を描くなどの美術的活動、北海道教育



大の生徒とのビーチバレーボールなどの交流等の活動に取り組んでいます。今後も、生徒の主体性を引

き出す活動となるよう検討していきます。 

 

  

 ２号続いて、高等養護学校、高等支援学校で取り組まれている部活動、サークル活動の様子をご紹介し

ました。少しでも、高等養護学校、高等支援学校を身近に感じていただけたら幸いです。 
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  ＴＥＬ ０１２６－５８－３２８０  ＦＡＸ ０１２６－５８－３２８０ 
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